
【資料１】

委員名 検討の視点に関すること 調査項目に関すること

田端　健人

委員

・ＩＣＴを活用した学び

・単位制をキーワードにした学びの柔軟化が必要。

・不登校の生徒が学校に通えるようになった後にさらに学ぶ意欲

を刺激し，学んでいける方策とは。

・他県での１次産業に関する学びの先進的な事例。

・他県や私立の高校で，個別支援のための人的配置はどうしてい

るか調査すべき。

菊地　直子

委員

・卒業後の進路（在学中にやることが見える形でつながること）

・全国募集の必要性

・多種多様な生の学びが必要

・自ら選んでチャレンジした結果，成功した，失敗したという経

験を通して自己肯定感も生まれてくるので，単位制はその意味で

も重要だ。

・発達障害の生徒の処遇（ポジティブな面）

・定時制，新たなタイプの学校ともに工夫していることの効果に

ついて

石川　俊樹

委員

・定時制は定員に対して入学者が少ないため，少人数指導となっ

ている。

・単位制は，定通，全通の組み合わせを可能にし，学校でできる

ことのバリエーションも増やすことができる。

・県立高校で広域通信制の仕組み（本校とサテライト校）を構築

できないか。

・特別支援学級から普通高校に進学する生徒の割合とその対応

伊藤　宣子

委員

・定時制のネーミング

・定時制と通信制のドッキングの形があっても良いのではない

か。

・生徒をコーチング，サポートする教師像が望ましい。

・人間関係を作っていく上では，体験的な学習が必要だ。

・中学校における不登校の問題整理

・定時制卒業者の卒業後の進路

第１回多様な学びの在り方検討部会での各委員の意見
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委
員
名

検
討
の
視
点
に
関
す
る
こ
と

調
査
項
目
に
関
す
る
こ
と

片
瀬
　
弥
生

委
員

・
単
位
制
は
何
に
価
値
を
求
め
る
の
か
も
含
め
て
生
徒
自
ら
が
選
択
で
き

る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
が
必
要
。

・
調
査
の
回
答
者
は
学
年
主
任
と
す
る
か
担
任
と
す
る
か
決
め
る
べ
き
。

・
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
，
悪
い
と
こ
ろ
を
生
徒
に
も
調
査
し
た
方
が
良
い
。

・
で
き
て
い
る
こ
と
や
り
た
い
け
ど
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
教
員
に
調
査
す

べ
き
。

小
林
　
裕
介

委
員

・
定
時
制
の
空
い
て
い
る
時
間
を
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
情
報
発
信

す
べ
き
。

・
全
日
制
，
定
時
制
，
通
信
制
を
問
わ
ず
生
徒
が
望
む
進
路
に
進
め
る
体
制

が
理
想
だ
。

・
全
日
制
と
通
信
制
の
ド
ッ
キ
ン
グ
も
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

脇
坂
　
晴
久

委
員

・
学
び
直
し
か
ら
先
取
り
学
習
ま
で
対
応
で
き
る
段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

必
要
で
あ
る
。

・
教
員
の
ス
タ
ン
ス
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
，
コ
ー
チ
ン
グ
的
な
役
割
と
す
べ

き
。

・
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必
要
だ
。

・
再
任
用
教
員
を
活
用
し
た
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
個
別
支
援
の
体

制
が
必
要
だ
。

・
学
び
直
し
か
ら
高
校
段
階
へ
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
と
し
て
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
。

・
学
習
意
欲
が
特
別
高
い
生
徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

・
毎
日
通
学
す
る
タ
イ
プ
の
公
立
通
信
制
高
校
と
し
て
，
神
奈
川
県
立
横
浜

修
悠
館
高
校
が
参
考
と
な
る
。
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№
キ
ー
ワ
ー
ド

視
点

①
単
位
制

学
び
の
柔
軟
化

自
ら
選
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
に
よ
る
自
己
肯
定
感

定
通
，
全
通
の
組
み
合
わ
せ
に
適
し
て
い
る

学
校
で
で
き
る
こ
と
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

何
に
価
値
を
求
め
る
か
も
生
徒
が
選
択
で
き
る

学
び
直
し
か
ら
先
取
り
学
習
ま
で
対
応
で
き
る
段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
活
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
授
業
，
話
し
合
い

③
個
別
指
導

定
時
制
は
結
果
的
に
少
人
数
指
導
と
な
っ
て
い
る

再
任
用
教
員
に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

④
教
員
の
資
質

コ
ー
チ
ン
グ
，
サ
ポ
ー
ト
の
役
割

⑤
進
路

在
学
中
に
学
ぶ
こ
と
が
進
路
と
見
え
る
形
で
つ
な
が
る
こ
と
が
必
要

全
日
制
，
定
時
制
，
通
信
制
を
問
わ
ず
生
徒
が
望
む
進
路
に
進
め
る
体
制
が
理
想

⑥
他
課
程
と
の
連
携

県
立
高
校
に
お
け
る
広
域
通
信
制
の
仕
組
み
（
本
校
と
サ
テ
ラ
イ
ト
校
）
の
構
築

定
時
制
と
通
信
制
の
ド
ッ
キ
ン
グ

全
日
制
と
通
信
制
の
ド
ッ
キ
ン
グ

⑦
体
験
的
な
学
び

多
種
多
様
な
生
の
学
び

人
間
関
係
構
築
の
た
め
に
必
要

⑧
情
報
発
信

定
時
制
の
空
い
て
い
る
時
間
に
何
が
で
き
る
か

定
時
制
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

⑨
そ
の
他

全
国
募
集

第
１
回
多
様
な
学
び
の
在
り
方
検
討
部
会
で
の
意
見
ま
と
め
（
検
討
の
視
点
に
関
す
る
こ
と
）
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№
キ
ー
ワ
ー
ド

追
加
す
べ
き
調
査
項
目
等

①
段
階
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

不
登
校
の
生
徒
が
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
さ
ら
に
学
ぶ
意
欲
を
刺
激
す
る
方
策

学
び
直
し
か
ら
高
校
段
階
へ
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み

学
習
意
欲
が
特
別
高
い
生
徒
へ
の
対
応

②
他
県
等

他
県
で
の
１
次
産
業
に
関
す
る
学
び
の
先
進
的
な
事
例

他
県
や
私
立
の
高
校
に
お
け
る
個
別
支
援
の
た
め
の
人
的
配
置

他
県
に
お
け
る
個
別
指
導
の
度
合
い

毎
日
通
学
す
る
タ
イ
プ
の
公
立
通
信
制
高
校
と
し
て
は
横
浜
修
悠
館
高
校
が
参
考

③
デ
ー
タ

特
別
支
援
学
級
か
ら
普
通
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
の
割
合
と
そ
の
対
応

中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の
問
題
整
理

定
時
制
卒
業
者
の
卒
業
後
の
進
路

④
調
査
対
象

調
査
の
回
答
者
は
学
年
主
任
か
担
任
か
決
め
る
べ
き

生
徒
へ
の
調
査
（
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
，
悪
い
と
こ
ろ
）

教
員
へ
の
調
査
（
で
き
て
い
な
い
こ
と
，
や
り
た
い
け
ど
で
き
て
い
な
い
こ
と
）

⑤
そ
の
他

定
時
制
，
新
た
な
タ
イ
プ
の
学
校
と
も
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て

発
達
障
害
の
生
徒
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
で
の
処
遇

第
１
回
多
様
な
学
び
の
在
り
方
検
討
部
会
で
の
意
見
ま
と
め
（
調
査
に
関
す
る
こ
と
）
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